
※市民向け広報紙「ほすぴたる」（2021.9月号）を時点修正したもの

１　概要

(1) 新型コロナウイルス感染症への対応状況

(2) (3) (税込、単位：項目欄参照）

２　病院別の状況 (税込、単位：項目欄参照）

※

※ 患者数が減少する中、重症者の割合が増えましたので、単価は増加しました。 ※ 医師数には、出張診療による応援医師は除いています。

病院

豊

岡

出

石

（人） 7

30 28

費用（B) （百万円） 2,054

△ 94 外来

△ 50

（百万円）

8 1

△ 210 130

医師数 年度末（正規+嘱託） （人） 4 4 0 医師数 年度末（正規+嘱託）

747 753 6 費用（B) （百万円） 2,211

患者数
入院 （人/日）

2,232 21
経常

収支

収益（A) （百万円） 725 747 22

経常

収支

収益（A) 2,022

差引（A-B） （百万円） △ 22 △ 6 16 差引（A-B） （百万円） △ 340

（百万円） 1,871

単価
入院 （円） 28,591 29,300 709

単価
入院 32,534

外来 （円） 8,730 9,498 768 外来 （円） 7,289 7,314

82 △ 16

外来 （人/日） 68 60 △ 8 外来 （人/日） 252

△ 2

朝

来

患者数
入院 （人/日） 98

（円） 28,408

228 △ 24

4,126

25

151

費用（B)

6

医師数 年度末（正規+嘱託） （人） 137 139 2 医師数 年度末（正規+嘱託） （人） 12 12 0

経常

収支

差引（A-B） （百万円） △ 33 △ 27

△ 65

費用（B) （百万円） 17,195 17,583 388 1,983 △ 71

収益（A) （百万円） 16,968 18,685 1,717

経常

収支

収益（A) 1,956

差引（A-B） （百万円） △ 227 1,102 1,329

日

高

患者数
入院 （人/日） 30

（円） 48,049

（百万円） 2,021

266 △ 11

単価
入院 （円） 59,430 66,684 7,254

単価
入院 44,990 △ 3,059

外来 （円） 17,637 18,949 1,312 外来 （円） 17,435 17,974 539

（人/日） 277

（百万円） △ 622 859 1,481

項目 R1年度 R2年度 増減

患者数
入院 （人/日） 441 391

項目 R1年度 R2年度 増減 病院

27 △ 3

外来 （人/日） 965 871

528 △ 71

外来 （人/日） 1,562 1,425 △ 137

病

院

組

合

全

体

患者数
入院 （人/日） 599

経常

収支

収益（A) （百万円） 21,585 23,410 1,825

費用（B) （百万円） 22,207 22,551 344

差引（A-B）

豊岡病院での手術件数・救急患者受入状況 決算状況

病院 項目 R1年度 R2年度 増減

ワクチン

接種応援

《豊岡・日高・朝来》 構成市が実施する市民向けワクチン接種の応援に、医

師・看護師等の職員を派遣しました。

《出石》 隣接介護施設のワクチン接種の応援に、医師を派遣しました。
○ ○ ○ ○

新型コロナウイルス患者専用の病棟・病床では、いつ発生するか分からない患者に備えて、ベッドを空けた状態(空床)にしておく必要があります。そのため、1

日当たり入院患者数は前年度と比較して減少(599人→528人　対前年度88.1％)しました。また、空床による減収を補てんするため、国・県から補償金

(1,638百万円)を受け入れました。

令和2年度 決算状況(経営成績)と主な取組(新型コロナへの対応等)

　令和2年度は新型コロナウイルス感染症への対応と通常診療の充実、その両立に取り組んだ1年でした。院内感染等を起こすこと

なく、何とか両立を果たすことが出来ました。その結果、経常収支は8億6千万円の黒字とすることが出来ました。

　引き続き、但馬地域の医療と生活を守るため、新型コロナウイルス感染症への対応と通常診療の両立に取り組みます。

日高 出石

外来
○ ○

入院

－ －

朝来豊岡

○ ○

○○

(PCR等)(PCR等)

(県指定:発熱等診療･検査医療機関)

検査
○ ○

(抗原定量) (抗原定量)

取組内容

《豊岡病院》 一つの病棟をコロナ患者専用病棟に転換し、但馬地域内外か

ら患者(延1,700人)を受け入れました。集中治療室(ICU)では隣県の患者

も含めて県内全域の重症者へ対応しました。また、令和３年８月末より、抗

体カクテル療法を開始しました。

《朝来医療センター》 他の病床と区切られた場所にある9床をコロナ患者専用

の病床に転換し、但馬地域内外から患者(延500人)を受け入れました。

《全病院》 検査体制と感染防止対策を整え、「発熱等診療・検査医療機

関」として、発熱等の症状のある患者に対応しました。

《全病院》 県立の研究所へ検体搬送せず、できるだけ早く検査結果が分かる

よう院内でPCR検査等が実施できる体制を整備しました。

○ ○

救急車等による患者数

4,107

6,368 5,950

3,505 85.3%

93.4%

R1年度 R2年度 対前年比

手術件数

県指定:

入院重点

医療機関

県指定:

入院協力

医療機関

資料２①


